
 

関越中央病院勤務医の負担軽減及び処遇改善に対する取り組み 

 

当院では病院勤務医の負担軽減策の一つとして 

「必ずしも医師が行う必要のない業務を分担し、勤務医の負担軽減を図る」ことを目的に 

医師事務作業補助者を配置するとともに、多職種協働によるチーム医療も不可欠であることから

病院全体で下記のような取り組みを行っています。 

 

・医師と医療関係職、事務員等における役割分担 

   対応方針・計画 

 初診時の予診票の実施 受付時に実施している問診票の記入を実施するとともに看護師による問診も実施する 

 静脈採血等の実施 看護師や臨床検査技師が実施している静脈採血を実施する 

 入院説明の実施 入院時に必要な持ち物等は医事課にて説明し、入院時間、常用薬等の確認は看護師が実施する 

 検査手順の説明の実施 看護師が実施している検査に対する目的や注意事項等は看護師が説明する 

 服薬指導 薬剤師による薬剤指導を実施する 

   

・医師の勤務体制等に係る取り組み 

   対応方針・計画 

 
勤務計画上連続当直を行わない 

勤務体制 
前月末までに作成している当直予定一覧表を実施する。また非常勤医師の活用を行う。 

 
予定手術前日の当直や夜勤に 

対する配慮 
現在実施している前月末までに作成している当直予定一覧表を実施する。非常勤医師の活用。 

 

・医師事務作業補助者による取り組み  

   対応方針・計画 

 オーダーリング代行入力 外来、2 階病棟、3 階病棟の処方、検査のオーダー入力を行う 

 文書作成 訪問看護指示書、主治医意見書、入院証明書、傷病手当、生保意見書等書類作成を行う 

 退院カルテ点検 全病棟の退院患者のカルテ点検を行う 

 退院サマリー作成 退院サマリー作成を行う 

 全国がん登録 平成 29 年度から義務付けられている全国がん登録の報告を行う 

 


